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第
五
十
七
条
の
四
中
「
障
害
児
施
設
給
付
費
等
」
を
「
障
害
児
入
所
給
付
費
等
」
に
改
め
、
同
条
に
第
一
項
と
し

て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

市
町
村
は
、
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
の
保
護
者
又

は
障
害
児
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
資
産
又
は
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
官
公
署

に
対
し
必
要
な
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は

障
害
児
の
保
護
者
の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
七
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
七
条
の
四
の
二

連
合
会
に
つ
い
て
国
民
健
康
保
険
法
第
百
六
条
及
び
第
百
八
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
事
業
」
と
あ
る
の
は
、「
事
業
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

四
号
）
第
五
十
六
条
の
五
の
三
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
法
関
係
業
務
を
含
む
。）」
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
中
「
障
害
児
施
設
給
付
費
等
」
を
「
障
害
児
通
所
給
付
費
等
及
び
障
害
児
入
所
給
付
費

等
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
の
五
第
一
項
中
「
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
五
」
を「
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
、

第
三
十
四
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
五
章
を
第
七
章
と
し
、
第
四
章
の
次
に
次
の
二
章
を
加
え
る
。

第
五
章

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
児
童
福
祉
法
関
係
業
務

第
五
十
六
条
の
五
の
二

連
合
会
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
ほ
か
、
第
二
十
四
条
の
三
第
十
一

項
（
第
二
十
四
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
か
ら
委
託
を
受
け

て
行
う
障
害
児
入
所
給
付
費
及
び
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
又
は
第
二
十
一
条
の
五
の
七
第
十
四
項
及
び

第
二
十
四
条
の
二
十
六
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
か
ら
委
託
を
受
け
て
行
う
障
害
児
通
所
給
付
費
及
び
障
害

児
相
談
支
援
給
付
費
の
支
払
に
関
す
る
業
務
を
行
う
。

第
五
十
六
条
の
五
の
三

連
合
会
が
前
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
業
務
（
次
条
に
お
い
て
「
児
童
福
祉
法
関
係
業
務
」

と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
法
第
八
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
規
約
を
も
つ
て
議
決
権
に
関
す
る
特
段
の
定
め
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
五
十
六
条
の
五
の
四

連
合
会
は
、
児
童
福
祉
法
関
係
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
経
理
と
区
分

し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

審
査
請
求

第
五
十
六
条
の
五
の
五

市
町
村
の
障
害
児
通
所
給
付
費
又
は
特
例
障
害
児
通
所
給
付
費
に
係
る
処
分
に
不
服
が
あ

る
障
害
児
の
保
護
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
八
章
（
第
九
十
七
条
第
一
項
を
除
く
。）の
規
定
を
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
十
三
条
の
二
か
ら
第
六
十
三
条
の
三
の
二
ま
で
を
削
る
。

第
六
十
三
条
の
四
中
「
第
五
条
第
十
三
項
」
を
「
第
五
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、同
条
を
第
六
十
三
条
の
二
と
し
、

第
六
十
三
条
の
五
を
第
六
十
三
条
の
三
と
す
る
。

（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
及
び
精
神
科
病
院
」
を
「
、
精
神
科
病
院
及
び
精
神
科
救
急
医
療
体
制
」
に
、「
第
三
節

精
神
科
病
院

（
第
十
九
条
の
七
e

第
十
九
条
の
十
）」を
「
第
三
節

精
神
科
病
院
（
第
十
九
条
の
七
e

第
十
九
条
の
十
）

第
四
節

精
神
科
救
急
医
療
の
確
保
（
第
十
九
条
の
十
一
）
」に
改
め

る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
又
は
社
会
適
応
訓
練
事
業
を
行
う
者
」
を
削
り
、「
運
営
し
、
又
は
そ
の
事
業
を
行
う
」を「
運

営
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
医
療
施
設
」
を
「
及
び
医
療
施
設
」
に
改
め
、「
及
び
社
会
適
応
訓
練
事
業

を
行
う
者
」
を
削
る
。

第
四
章
の
章
名
中
「
及
び
精
神
科
病
院
」
を
「
、
精
神
科
病
院
及
び
精
神
科
救
急
医
療
体
制
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

指
定
医
は
、
そ
の
勤
務
す
る
医
療
施
設
の
業
務
に
支
障
が
あ
る
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合

を
除
き
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
よ
う
都
道
府
県
知
事
か
ら
求
め
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
応
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
四
節

精
神
科
救
急
医
療
の
確
保

第
十
九
条
の
十
一

都
道
府
県
は
、
精
神
障
害
の
救
急
医
療
が
適
切
か
つ
効
率
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
、
夜
間
又

は
休
日
に
お
い
て
精
神
障
害
の
医
療
を
必
要
と
す
る
精
神
障
害
者
又
は
そ
の
家
族
等
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る
こ

と
、
精
神
障
害
の
救
急
医
療
を
提
供
す
る
医
療
施
設
相
互
間
の
連
携
を
確
保
す
る
こ
と
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
体
制
の
整
備
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
体
制
の
整
備
に
当
た
つ
て
は
、
精
神
科
病
院
そ
の
他
の
精
神
障
害
の
医
療
を
提
供

す
る
施
設
の
管
理
者
、
当
該
施
設
の
指
定
医
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
七
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

市
町
村
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
保
健
所
は
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
し
、
精
神
障

害
者
及
び
そ
の
家
族
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
へ
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
相
互
に
、
及

び
福
祉
事
務
所
（
社
会
福
祉
法（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。）

そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
」
及
び
「
又
は
精
神
障
害
者
社
会
適
応

訓
練
事
業
（
以
下
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
第
五
条
第
十
七
項
」
を
「
第
五
条
第
十

八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
を
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

に
改
め
る
。

第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条

削
除

第
五
十
一
条
の
四
中
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
」
を
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
中
「
含
む
。）」
の
下
に
「
、
第
十
九
条
の
十
一
」
を
加
え
る
。

第
七
条

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
た
め
」
の
下
に
「
、
当
該
施
設
に
お
い
て
医
療
を
受
け
る
精
神
障
害
者
が
、
障
害
者
自
立
支

援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業（
以
下「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」と
い
う
。）、

同
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
一
般
相
談
支
援
事
業
（
以
下
「
一
般
相
談
支
援
事
業
」
と
い
う
。）そ
の
他
の
精
神
障
害

者
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
、
必
要
に
応
じ
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
者
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
五
十
一
条
の
七
第
二
項
」
を
加
え
、「
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
要
否
決
定
」
を
「
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
五
十
一
条
の
七
第
一
項
の
支
給
の
要

否
の
決
定
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
五
十
一
条
の
十
一
」を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
二
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業
（
以

下
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
い
う
。）」
を
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
一
般
相
談
支
援
事
業
若
し
く
は
障

害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
特
定
相
談
支
援
事
業
（
第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
相

談
支
援
事
業
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。
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